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見やすいスラ イ ドの条件 としては，文字の大
きさ ・字体・ 色，背景の色 ・明るさ，背景色と
文字色の組み合わせなど，様々な要因がある．
また， PowerPoint97のテンプレートでは，テ














実習に使用している MicrosoftPower Point 4. 0 
























（以下 Mac)上で PowerPoint 4. 0を用いて色
を作成する場合，カラーパレッ トの「色の作成」
で行う ．その際，CMYK, HLS, HSV, RGB 
など 8つの様式で設定することが可能だが，今
回は色相(hue)，明度(lightness)，彩度(satura-
tion)で色の設定を行う HLSモー ド （図 1)
をもとに，スライドの背景色を設定した．基本
的には色相を 6種類(0',60', 120', 180', 240', 
300゚），明度を 4種類(20%, 40 %, 60 %, 80 %) 
を選び，それに無彩色の明度 0% （黒），20%,

















を4'どちらとも 言えないを 3' やや見にくい





ないを 5' あまり疲れないを 4'どちらとも 言











































図 5 Macintoshカラーバ レッ トRGBモード
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76 荒谷巽由美 ・小林香苗 ・草信正志 ・大森健三
No20のスライドについて，評価 5は10人， 4は
36人， 3は30人， 2は18人， 1は 2人であるの
















課査用紙 B-1 座席No.( ) 
見やすい 1見雰、；り盆!I見各悶、
4 
図 3 評価用紙 1 （見やすさ）
座席No.( ) 














































































のカラーパレットの RGBモードでは R, G, 
Bがそれぞれ 0~100％の間の数値で表されてい
る．そこでまず Macのカラーパレットで HLS






































































度差」 は 「輝度差」 に置き換えた方が，より正
確であると思われる．ここに，彩度100%，明度
50％を固定して，色相による輝度の違いを図 8
















背梨 細度 差 評 価 （人） 好き 媒い
スライドNu 文字色 （絶対値） （人） （人）色相明度輝度 色 5 or 4 • 2 or 1 • • 
5 99．9 ． 100 255 白 黒 255 75 1 43 3 
6 300 80 195 赤紫 黒 195 66 
゜
44 1 
7 180 20 71 百緑 白 184 58 1 25 16 
， 999 40 102 灰 白 153 53 2 14 20 





黒 白 255 63 
゜
30 14 
32 999 60 153 灰 黒 153 50 
゜
20 12 
33 240 20 11 冑 白 244 68 1 55 6 
35 180 80 224 脊緑 黒 224 47 3 27 10 
42 999 60 204 灰 黒 204 55 1 22 15 
* 「見やすさ」と「疲れにくさ」に関して，どちらにも 5または 4の評価を付けた人数
. 「見やすさ」と「疲れに〈さ」に関して．どちらにも 2または 1の評価を付けた人数
*＊＊色相999は無彩色を表した
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